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考
え
ら
れ
る
と
言
う
。
又
、
浜

岡
原
発
の
危
険
性
に
つ
い
て
、

も
ろ
い
岩
盤
の
上
に
、無
数
の

断
層
が
走
り
、東
海
大
地
震
が

起
れ
ば
と
て
も
耐
え
ら
れ
な

い
か
ら
、今
す
ぐ
停
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
た
。 

 

基
幹
道
路
と
な
る
予
定
で
あ

る
。 ト

ン
ネ
ル
は
完
成
し
た

が
、
そ
の
先
、
徳
倉
を
抜
け

幸
原
を
横
切
り
、
三
島
駅
北

口
線
と
交
差
す
る
ま
で
の
全

線
開
通
は
、
20
年
後
と
も

30
年
後
と
も
い
わ
れ
、
現
段

階
で
は
全
く
目
途
は
立
っ
て

い
な
い
。 

 

し
か
も
壱
町
田
か
ら
徳
倉

に
抜
け
る
道
が
狭
く
て
入
り

組
ん
で
い
る
た
め
付
近
で
事

故
が
絶
え
な
い
。 

そ
こ
で
市
は
、
壱
町
田
か 

 

作
戦
中
の
軍
隊
に
は
、
普

通
、
野
戦
病
院
に
勤
務
す
る
従

軍
看
護
婦
以
外
、
女
は
い
ま
せ

ん
。
わ
た
し
た
ち
兵
隊
が
、
出

征
し
た
異
国
で
見
る
こ
と
の

で
き
る
日
本
人
女
性
は
、
日
本

赤
十
字
社
か
ら
派
遣
き
れ
た

応
召
看
護
婦
と
、
出
稼
ぎ
に
き

た
、
い
わ
ゆ
る「
従
軍
慰
安
婦
」

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

三
島
の
屯
営
に
い
る
と
き
、

兵
隊
た
ち
は
、
日
曜
に
外
出
し

て
三
島
と
沼
津
の
遊
郭
で
遊

ん
だ
り
、
町
を
プ
ラ
つ
い
た
り

し
て
、
あ
こ
が
れ
の
日
本
人
女

性
に
接
触
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
戦
地
で
は
そ
う
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

女
の
い
な
い
軍
隊
は
、ま
さ

し
く
小
説
家
の
野
間
宏
さ
ん

 

ギ
リ
ス
兵
た
ち
は
、
兵
站
勤
務

兵
の
指
示
に
従
っ
て
、
そ
こ
で

米
を
炊
き
、
肉
と
野
菜
で
、
お

か
ず
を
作
っ
て
く
れ
た
の
で

す
。 

 

汚
れ
た
シ
ャ
ツ
と
半
ズ
ボ

ン
の
イ
ギ
リ
ス
兵
た
ち
に
、
深

い
同
情
と
親
し
み
を
感
じ
た

わ
た
し
は
、
そ
の
と
き
、
空
腹

を
訴
え
る
三
人
を
近
く
の
友

軍
の
酒
保
に
連
れ
て
行
き
、
当

時
五
十
銭
の
特
大
餡
巻
き
を

買
っ
て
、
一
つ
ず
つ
食
わ
し
た

の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

も
う
遠
い
昔
の
こ
と
で
す

が
、
わ
た
し
は
、
こ
の
歳
に
な

っ
て
も
、
な
ぜ
か
、
そ
の
と
き

の
イ
ギ
リ
ス
兵
た
ち
の
喜
ぶ

顔
を
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。 

 
日
本
軍
は
、
昭
和
十
八
年
、

軍
隊
を
安
全
に
輸
送
す
る
た 

あ
る
野
戦
重
砲
兵
の
物
語
（
10
） 

             

秋 

元 

実 

 
 

│ 

レ
イ
ン
・
イ
ン
・
エ
イ
プ
ル 

│ 
 

絵
も
短
歌
も
ま
あ
る
く
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
ハ
ン 

グ
リ
ー
に
な
ろ
う
明
日
か
ら
は 

 
 
 
 
 

 

レ
イ
ン
・
イ
ン
・
エ
イ
プ
ル
古
書
店
連
な
る
通
り 

行
く
神
田
神
保
町
岩
波
ホ
ー
ル 

 

も
し
か
し
て
明
日
か
も
し
れ
な
い
浜
岡
を
チ
ェ
ル 

ノ
ブ
イ
リ
に
し
て
は
な
ら
な
い │

広
瀬
隆
氏
の
講
演
を
聴
い
て
│ 

 

忘
れ
ま
じ
オ
キ
ナ
ワ
の
声
に
耳
澄
ま
し
列
島
揺
れ 

お
る
三
月
四
月 

 

夕
や
み
は
ふ
か
く
し
ず
か
に
お
り
て
く
る
花
し
ず 

む
そ
の
白
き
あ
わ
い 

浅
野 

和
子 

          
(

お
詫
び) 

先
号
の
タ
イ
ト
ル
「
闇
の
裂
け
目
に
」
は 

 
        

「
風
の
裂
け
目
に
」
で
し
た
。
謝
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

め
に
、
タ
イ
と
ビ
ル
マ
を
結
ぶ

全
長
四
百
十
五
キ
ロ
の
「
泰
緬

鉄
道
」
建
設
に
着
手
し
、
国
境

の
山
地
を
越
え
る
こ
の
大
事

業
の
た
め
、
マ
レ
ー
半
島
と
ビ

ル
マ
で
捕
ら
え
た
白
人
捕
虜

と
狩
り
集
め
た
現
地
人
労
働

者
を
酷
使
し
て
、
そ
の
多
数
を

犠
牲
に
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
と
き
、
重
労
働
と
飢
え

と
マ
ラ
リ
ア
・
コ
レ
ラ
な
ど
の

病
気
で
死
ん
だ
人
員
は
、
捕
虜

が
五
万
五
千
名
の
内
一
万
三

千
名
、
現
地
人
労
働
者
が
約
七

万
名
の
内
三
万
三
千
名
で
、
日

本
兵
も
、
一
万
名
の
内
千
名
に

も
及
ん
だ
の
で
し
た
。 

 

こ
の
と
き
犠
牲
に
な
っ
た

捕
膚
の
多
く
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
わ
た
し
が
接
触
し
た
白

人
兵
た
ち
で
あ
り
ま
し
た
。 

    

（
つ
づ
く
） 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

が
名
付
け
た
よ
う
に
、
人
間
性

の
自
然
に
反
し
た
『
真
空
地

帯
』
で
、
そ
の
反
動
と
し
て
、

枠
を
は
ず
さ
れ
た
兵
隊
た
ち

は
、
自
分
を
縛
っ
た
軍
律
へ
の

復
讐
の
よ
う
に
暴
発
し
て
、
特

に
中
国
大
陸
の
各
地
で
、
例
の

南
京
事
件
の
よ
う
な
、
殺
人
・

掠
奪
・
暴
行
・
強
姦
の
戦
争
犯

罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
の
で

す
。 

 
ビ
ル
マ
行
き
の
船
を
待
っ

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
兵
站
宿

舎
に
い
た
時
の
こ
と
、
あ
る

日
、
捕
虜
の
イ
ギ
リ
ス
兵
が
三

人
使
役
に
来
て
、
私
達
六
十
名

の
滞
在
日
本
人
将
兵
の
た
め
、

メ
シ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

兵
站
の
庭
に
は
大
釜
が
い

く
つ
か
据
え
ら
れ
て
お
り
、
イ 

ら
徳
倉
２
丁
目
ま
で
の
区
間

４
２
０
メ
ー
ト
は
、
５
年
か

ら
７
年
以
内
を
目
途
に
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。 

市
担
当
者
の
話
で
は
、
こ

れ
ま
で
、
壱
町
田
及
び
徳
倉

２
丁
目
の
住
民
に
対
し
説
明

会
を
開
い
て
、
測
量
実
施
の

お
願
い
を
し
た
。
今
年
、
９

月
又
は
10
月
頃
に
事
業
認

可
を
受
け
、
そ
の
後
、
用
地 

 

の
間
の
幸
原
山
橋
の
直
ぐ
上

に
水
門
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、

三
島
の
街
の
中
の
湧
水
河
川

の
水
が
枯
渇
す
る
時
、
水
門

を
開
閉
し
造
ら
れ
た
水
路
を

通
じ
て
、
菰
池
の
す
ぐ
上
に

流
し
こ
ん
で
い
る
。 

富
士
の
地
下
水
が
、
三
島

湧
水
側
に
分
か
れ
、
最
上
流

の
と
こ
ろ
で
東
レ
三
島
工
場

が
工
業
用
水
を
汲
み
上
げ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
ま
ず
は
三

島
湧
水
枯
渇
に
一
番
大
き
く

影
響
し
た
。
四
〇
数
年
前
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
闘
争
で
中
郷

農
民
が
東
レ
に
「
水
よ
こ
せ

デ
モ
」
を
か
け
た
こ
と
が
あ

っ
た
。 

 

（
Ｙ
） 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

廃
棄
物
の
ド
ラ
ム
缶
の
中

に
は
長
い
間
毒
性
が
続
く
い

ろ
い
ろ
な
放
射
能
が
入
っ
て

い
る
。
半
減
期
で
見
る
と
、
骨

に
蓄
積
し
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

90
が

29
年
、
筋
肉
に
広
が
る
セ
シ

ウ
ム
137
が
30
年
、
コ
バ
ル
ト

60
が
約
５
年
、
ヨ
ウ
素
129
は

１
６
０
０
万
年
で
、
い
ず
れ
ド

ラ
ム
缶
は
壊
れ
放
射
能
が
漏

れ
出
て
く
る
。
そ
れ
を
ど
う
す

る
か
が
問
題
で
あ
る
。 

低
レ
ベ
ル
の
管
理
型
処
分 

原
発
で
発
生
し
た
固
体
の

低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
原
発
敷

地
内
で
保
管
し
た
後
、
青
森
県

六
ヶ
所
村
の
「
埋
設
セ
ン
タ

ー
」
に
運
ぶ
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
ピ
ッ
ト
と
い
う
浅
い
地
中

の
施
設
に
ド
ラ
ム
缶
を
埋
設

し
、
以
後
３
０
０
年
間
、
放
射

能
の
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て
い

く
。
従
っ
て
、
ド
ラ
ム
缶
や
ピ 

固
化
体
１
本
に
は
広
島
原
発

の
約
１
０
０
倍
の
放
射
能
が

含
ま
れ
て
い
る
。
30
秒
も
そ

ば
に
立
っ
て
い
る
だ
け
で
急

性
中
枢
性
シ
ョ
ッ
ク
死
す
る

ほ
ど
の
強
さ
で
あ
る
。
１
０
０

万
ｋ
Ｗ
級
原
発
を
一
年
動
か

す
と
と
こ
の
ガ
ラ
ス
固
化
体

が
30
本
で
き
る
。
５
０
０
万

ｋ
Ｗ
の
浜
岡
原
発
で
は
１
５

０
本
の
計
算
に
な
る
。 

こ
の
使
用
済
み
燃
料
は
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
再
処
理

工
場
に
頼
ん
で
い
た
が
、
国
内

で
は
六
ヶ
所
村
に
建
設
さ
れ

現
在
試
運
転
中
の
再
処
理
工

場
が
動
け
ば
、
毎
年
数
百
本
の

ガ
ラ
ス
固
化
体
が
で
き
る
。

30
年
～
50
年
の
間
貯
蔵

し
、
そ
の
後
３
０
０
メ
ー
ト
ル

以
下
の
地
中
に
埋
め
る
計
画

だ
が
、
予
定
地
は
未
定
。
実
際

に
捨
て
始
め
る
の
は
２
０
３

３
年
頃
か
ら
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
頃
に
は
７
万
本
も
溜

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

参
考 

『
放
射
性
廃
棄
物
の
す
べ
て
』 

西
尾
漠 

 

士
の
白
雪
、
溶
け
て
流
れ
て
三

島
に
注
ぐ
〟
と
農
兵
節
は
、
古

く
か
ら
歌
わ
れ
、
今
も
夏
祭
り

を
中
心
に
街
中
の
住
民
に
親

し
ま
れ
踊
ら
れ
て
い
る
。 

 

観
光
な
ど
で
三
島
を
訪
れ

る
方
々
は
、
川
沿
い
の
歩
道
に

あ
る
水
辺
の
文
学
碑
を
見
な

が
ら
、
桜
川
の
流
れ
を
見
る
。

大
社
の
中
に
人
造
的
に
湧
き

出
る
水
の
説
明
を
聞
き
「
綺
麗

な
湧
水
が
凄
い
な
あ
」
と
錯
覚

を
す
る
。 

と
こ
ろ
が
「
水
の
三
島
」
の 

 

真
の
姿
は
、外
見
と
違
っ
て『
水

の
危
機
』
が
進
行
し
て
い
る
。 

 

市
民
や
外
来
者
の
多
く
は
、

三
島
湧
水
は
、雨
期
は
別
だ
が
、

冬
か
ら
春
先
迄
す
っ
か
り
、
干

上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
深
刻

な
実
態
を
ご
存
知
な
い
。 

    

富
士
山
の
雪
解
け
水
が
、
地
下

水
に
な
り
、
そ
の
地
下
湧
水
川
の

一
つ
に
、
三
島
湧
水
群
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
大
き
く
三
つ
の
分
流
に

な
っ
て
い
る
。
西
か
ら
、「
柿
田
川

湧
水
」「
玉
川
湧
水
」「
三
島
湧
水
」 

と
分
か
れ
て
湧
き
出
て
い
る
。 

 

そ
の
中
で
、
三
島
湧
水
は
、
最

も
浅
い
湧
水
で
街
中
に
沢
山
出
て

い
る
。
昔
か
ら
現
在
ま
で
、
水
が

少
な
か
っ
た
り
干
上
が
っ
た
り
し

な
が
ら
も
、三
島
の
街
中
に
沢

山
川
が
流
れ
て
い
る
。
支
流

が
枝
の
様
に
流
れ
だ
し
て
、 

    多
く
は
街
中
の
『
御
殿
川
』

に
集
ま
る
。
他
に
、
市
の
一

番
南
で
大
湯
川
に
。
市
の
西

部
で
境
川
に
合
流
。
そ
の
他

は
奈
良
時
代
以
後
、
潅
漑
用

に
沢
山
造
ら
れ
た
用
水
路
だ

が
、
市
民
も
意
外
に
知
ら
な 

 

い
。
今
は
、
枯
れ
て
分
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
湧
水
も
以

前
は
街
中
に
沢
山
、
湧
き
出

て
い
た
。 

そ
の
中
で
、
一
番
大
き
い

湧
水
池
が
三
島
駅
前
の
公
園

楽
寿
園
の
『
小
浜
ヶ
池
』
で
、

御
殿
川
の
水
源
地
は
三
島

駅
、
東
南
東
の
位
置
に
あ
る

『
菰
池
』
だ
。
そ
の
菰
池
も

湧
水
が
枯
渇
し
、
す
っ
か
り

水
が
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
数
十
年
経
つ
。
35
年
あ

ま
り
前
に
、
数
十
メ
ー
ト
ル

井
戸
を
掘
っ
た
の
で
今
、
湧

き
出
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
街
の
東
側
に
流
れ
る
大

場
川
の
、
祇
園
橋
と
徳
倉
橋 

 

谷
田
幸
原
線 

（壱
町
田
～
徳
倉
２
丁
目
）
の
延
長
工
事 

   

 

昔
か
ら
三
島

は
『
水
の
都
』
と

住
民
は
誇
り
続

け
て
き
た
。
〝
富 

湧
水
の
復
活
を
の
ぞ
ん
で
！ 

三
島
の
湧
水
と
川 

ッ
ト
が
傷
ん
だ
ら
修
復
し
な

が
ら
段
階
的
に
捨
て
て
い
く
。

毒
性
の
強
い
間
は
貯
蔵
、
即
ち

管
理
だ
が
、
一
般
の
人
が
近
づ

い
て
も
よ
い
段
階
に
な
る
と

放
射
能
漏
れ
の
監
視
も
止
め
、

捨
て
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

六
ヶ
所
村
に
は
３
０
０
万
本

の
ド
ラ
ム
缶
が
埋
め
ら
れ
る

計
画
で
あ
る
。 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
で
発
生
す

る
膨
大
な
廃
棄
物
や
、
老
朽
化

し
た
原
発
の
解
体
に
よ
っ
て

発
生
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄

等
の
炉
内
構
造
物
な
ど
放
射

能
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
は
地

表
か
ら
50
～
１００
ｍ
の
よ
り

深
い
と
こ
ろ
に
埋
め
て
管
理

型
処
分
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。 

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
行
方 

原
発
か
ら
出
る
使
用
済
み
燃

料
（
種
々
の
核
分
裂
元
素
＝
死

の
灰
）
を
再
処
理
し
た
ガ
ラ
ス 

 

去
る
４
月
に
、
若
松
町
か

ら
壱
町
田
に
抜
け
る
谷
田
幸

原
線
ト
ン
ネ
ル
（
通
称
カ
ワ

セ
ミ
ト
ン
ネ
ル
）
が
暫
定
開

通
し
た
。 

谷
田
幸
原
線
は
、
国
道
１

号
線
、
谷
田
の
箱
根
登
り
口

か
ら
三
島
駅
北
側
の
市
街
地

を
通
り
、
長
泉
町
境
（
三
島

市
幸
原
町
）
で
都
市
計
画
道

路
池
田
柊
木
線
、
三
島
駅
北

口
線
に
接
続
す
る
全
長
３
６

６
０
メ
ー
ト
ル
の
都
市
計
画

道
路
だ
。
こ
れ
は
三
島
駅
北

口
周
辺
地
域
に
お
け
る
都
市

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
と

説
い
た
。 

昨
年
、８
月
に
起
き
た
静
岡

地
震
も
、地
震
予
知
連
で
は
東

海
大
地
震
と
は
直
接
関
係
な

い
と
、
否
定
し
た
が
、
実
際
は

そ
れ
単
独
で
起
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、世
界
的
な
地
震
の

連
続
か
ら
見
れ
ば
、太
平
洋
プ

レ
ー
ト
が
か
な
り
動
い
て
、東

海
大
地
震
が
迫
っ
て
い
る
と 

 

efefefefefefegef 

買
収
等
の
交
渉
に
入
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
と
い
う
。 

工
事
は
一
定
区
間
を
区
切

り
、
用
地
買
収
が
済
ん
だ
と

こ
ろ
か
ら
進
め
、
用
地
買
収

と
工
事
を
平
行
し
て
行
な
う

と
の
こ
と
。 

見
通
し
と
し
て
、
事
業
計

画
で
は
、
遅
く
と
も
７
年
後

を
目
途
に
完
成
を
考
え
て
い

る
と
い
う
。 

原
発
は
い
ら
な
い
⑯ 

  

放
射
能
の
ゴ
ミ 

そ
の
２ 

         

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

 

う 

た 

あ
し
た 

 小出正吾児童文学顕彰会 
２０１０年度総会  
2010 年 5 月 23 日（日）13：30より 

  三島市役所大社町別館 研修室 
  ○ 2009年度事業報告・決算報告 

○ 2010 年度事業計画・予算審議 
お話 ―ジンタ号の由来と活動― 
今井宏三島市立図書館館長 
なお、当日、２０１０年度会費の納入を承ります。 
事務局（鷲見方）℡（055－975―1758）
〒411-0801 三島市谷田塚の台 1583－３ 

 楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 

月４千円、１回1000円 

【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣）

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

 三島児童文学を語る会 ３７０回 

５月例会のお知らせ 
日時： ５月２７日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：本町タワー４F 第３会議室 

またもとの会場にもどります。（６月７月も同じ） 

テキスト：斉藤静子著 
「ハチブ平の杉林で」 

～バスの運転手良平さんシリーズ～ 
 今こそ「読み聞かせ」が大事！ 

事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 
連絡先 三島市中央町８－８ 

TEL 971-3348(山口) 

キミサワ 

谷田幸原線（壱町田から徳倉２丁目）道路 
 

４
月
23
日
（
土
）
三
島
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
、講

議
室
で
、原
発
震
災
を
防
ぐ
風

下
の
会
主
催
に
よ
り
、広
瀬
隆

さ
ん
を
招
き「
東
海
地
震
と
浜

岡
原
発
」の
テ
ー
マ
で
講
演
会

を
行
な
っ
た
。 

 

広
瀬
さ
ん
は
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
。
小
説
、
翻
訳
を

手
掛
け
る
。
１
９
４
３
年
、
東

京
に
生
ま
れ
、早
稲
田
大
学
理

工
学
部
で
応
用
化
学
を
専
攻

し
た
。
代
表
作
に
『
東
京
に
原

発
を
！
』『
危
険
な
話
』『
赤
い

楯 

上
下
』
な
ど
あ
る
。 

 

講
演
で
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
に
よ
る
画
像
を
駆
使
し
て
、 

 

こ
こ
数
年
、
日
本
付
近
、
及
び

太
平
洋
周
辺
海
域
で
起
っ
た

地
震
の
規
模
と
状
況
を
報
告

し
な
が
ら
、プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト

ニ
ク
ス
理
論
に
よ
る
地
球
の

大
規
模
な
地
殻
変
動
を
説
明

し
、
近
年
、
太
平
洋
周
辺
の
地

震
帯
で
、地
震
の
活
動
期
に
入 

広
瀬
隆
講
演
会
４
月
24
日 

 

アースデイ 

「地球庵」 
会場：成真寺 
三島市大社町７－５６ 

５月９日（日） 
午前１０時～午後４時 
○ 本堂でのイベント 
・ 10:30 インド古典舞踊 
・ 11:00 尺八、お琴 
・ 12:00 アイルランド民謡 
・ 13:00 あーさー・ビナード氏講演 
・ 41:00 グリンピースジャパン講演 
○ 境内での出店 
問い合わせ：055-975-4740 


